
（8）大気中のいおう酸化物量調査（二酸化鉛法0昭和45年度）
1，昭和45年慶

長近、種々の大気汚染が問題となり、被害が多く、報告されている。そこで我々ほ、大気汚染の

増凍原向や汚染分布などを長期的、継続的に見るため紅、二酸化鉛法により大気中のいおう酸化物

の調査を県下14ケ所の測定地点にて実施した。

この二薮化鉛法ほ、大気中に約1カ月間コ教化鍾の円筒を放置しておき、いおう酸化物と自然把反応

応させる方法なので、気象状況などに影響されやすく、そのため月別変化もバラツキが多くつかみ

ずらいが、下記の様にまとめたので報告する0

調査期間

昭和45年4月1日～昭和46年3月31日

調査地点

清　和　市

川　口　市（Ⅰ）

川　口　市（］）

鳩ヶ谷市

大　官　有

草　加　市

蕨　　　市

和　光　市

所　沢　市

川　越　市

東松山市

熊　谷　市

上　尾　市

越　谷　市

県　　庁

川口市役所

川口保健所

鳩ヶ谷市役所

衛生研究所

草加市役所

廉市役所

和光市役所

所沢保健所

地方庁舎

東松山保健所

熊谷気象台

上尾市政所

福祉会館

ただし、越谷市ほ9月から測定地点を福祉会密から市役所と移動させた。

調査方法

二酸化鉛を円筒の布に100‘戎の面積に均等に塗布し、これを1ケ月間、大気中紅設置した後、

ビーカーに取り炭酸ナトリウム溶液を加え、水浴上で抽出をおこなう。その溶液から一定量を取り

PHを調整しCO2　除き一定量にメスアップした後、比色法にて分析をおこなう0
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